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令和８年度 子ども・子育て支援に係る主要事業 

 

「みんなで育み みんなが育まれるまち みやづ」に向けて  

～ 「妊娠・出産から高校卒業までの切れ目ない支援」と 

「多様な人々の繋がりによる子育て機運の醸成」の強力推進 ～ 

 

教育・保育サービスの充実 

 

＜新規＞ 

①こども誰でも通園制度  

生後６か月から満３歳未満で保育所等に通っていない子どもを育てている家庭が、

就労要件を問わず、時間単位で柔軟に利用できる新たな通園制度となる乳児等通園支

援事業（こども誰でも通園制度）が令和８年度から全国の自治体でスタートしました。 

●市内実施施設：吉津子ども園 

 

②利便性等の向上に向けた DX の推進  

  ・妊娠・出産・子育ての情報を管理できる母子健康手帳アプリ「みやはぐ」の提供を

引き続き継続するとともに、放課後児童クラブにおける保護者との連絡アプリを新

たに導入し、また、幼稚園・小学校・中学校では、保護者との連絡システム「すぐ

ーる」を活用し、子育て世帯の利便性等を向上する DX の取り組みを推進します。 

  ・生成 AI 英語学習アプリを新たに中学校に導入し、「聞く」「話す」「読む」「書く」

の４技能をバランス良く育成し、生徒の英語力の向上を図ります。 

 

③保育・教育の充実に向けた行動指針に基づく取り組み  

 「子どもの健やかな育ち」と「若い世代から“選ばれるまち”」の実現に向けて、「保

育・教育の充実に向けた行動指針」を令和７年度に策定しました。令和８年度以降、本

指針に基づき取り組みを進めていきます。令和８年度は、民間保育園等において障害児

の受入れに係る保育士の加配基準の見直しをするとともに、これまで就学前施設職員を

対象に実施してきた保育・教育の質向上に向けた研修会を、子育てに役立つ講演会とし

て、参加対象を一般の子育て家庭に拡大して開催します。 

  

 ④保育園留学の実施 

都市部の子どもを保育園で受入れることにより、子ども同士の交流を通じて多様な価

値観の学びや社会性を育み、保育環境の充実を図るとともに、外部の意見を取り入れる

ことで本市の保育サービスの質的向上につなげていきます。また、子育て環境の魅力を

外部へ発信することで関係人口の創出を図り、将来的な移住・定住につなげていきます。 

  ●市内実施施設：亀ヶ丘保育園 

資料５ 
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＜継続・充実＞ 

⑤にっこりあの充実 

  ・年中児から小学４年生までを対象に、親子で体験しながら、大きく体を動かす楽し

さを味わい、運動への関心を高めるとともに、親子のふれあいと絆を深めるため、

ボーネルンド社のプレイリーダーによる親子体験型ワークショップを計 5 回開催し

ます。 

  ・6 月 1 日から市外在住者への有料化に伴い、キャッシュレス対応券売機を導入しま

した。また、アプリによる入退館ができるシステムを導入します。 

 

 

⑥放課後探究スクール「Q－port」 

放課後探究スクール「Q-port」は、学校外（放課後）において、宮津の様々な地域

資源を活かした体験プログラムや探究講座などを通じて、高校生と小・中学生が異年

齢で交流し、自らの興味や疑問に対して、課題解決に向けた自由度の高い様々な活動

を行うことで、子供たちの探究的な学びを深めていきます。 

 

 

⑦コミュニケーション教育・キャリア教育 

  ・これまでモデル校で実施してきた、演劇的手法を活用したコミュニケーション教育

を、市内全ての小・中学校において事業展開し、コミュニケーション能力の基礎を

培い非認知能力の育成・向上を図ります。 

また、演劇や表現方法に就学前から関心をもつことで、幼児が表現することの楽

しさを感じたり、教員が教育活動や生活発表の場面で表現を取り入れる取組みに活

かし、小中学校のコミュニケーション教育との系統的な取組みにつながるよう就学

前施設での演劇鑑賞を行う。 

 ・子どもたちが自身の変容・成長を自己評価できる力を高め、将来をプランニングで

きる能力の向上を図るため、専門的知識を持つキャリア教育推進員を新たに配置し

ます。 

 

 

⑧子どもの学び応援プロジェクト 

宮津には歴史・文化資源が豊富にあります。こうした地域資源を活かしながら、児童

生徒自らが興味や関心を持ち、他者との対話を通して主体的・対話的で深い学びが実践

できるよう、学校における課題解決型の学習を積極的に進めていきます。 
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家庭と子どもへの支援体制の充実 

 

＜新規＞ 

⑨子育て世帯訪問支援 

家事や子育て等に不安や負担を抱える子育て家庭やヤングケアラー等がいる家庭のう

ち、市により訪問支援が必要と認めたご家庭を訪問支援員が訪問し、不安や悩みを傾聴

するとともに家事等の支援を行います。 

 

 

⑩放課後児童クラブに係る日置地区受入れ 

  令和８年度から府中のびのび放課後児童クラブにおいて、スクールバスを活用した送

迎（日置⇒府中）により、日置小学校児童の受入れを開始しました。 

 

 

⑪放課後児童クラブへの巡回支援 

  放課後児童クラブにおいて、子どもの安全の確保や、子どもの主体的な活動が尊重さ

れる質の高い支援に向けた助言・指導等を行うため、「放課後児童クラブ巡回アドバイ

ザー」による巡回支援を実施しています。 

 

 

＜継続・充実＞ 

⑫ヤングケアラー実態調査 

ヤングケアラーに関する正しい概念の研修及び広報を行うとともに、こどもが相談し

やすい仕組みづくりとして、令和７年度に引き続き、実態調査を行います。 

 

 

⑬給食費保護者負担軽減対策 

  物価高騰下における保護者負担の軽減を継続して実施するとともに、小学校の給食費

においては、国の学校給食費の抜本的な負担軽減と国の基準額を超過する額は市が支援

することとし、国の支援と合わせて、保護者負担分全額を支援することとします。 
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⑭医療 MaaS による産後 2 週間健診 

外出がしづらい出産後間もない産後２週間での産婦健診について、通信機器や医療機

器を搭載した専用車両が産婦宅へ伺い、車内で市保健師のサポートを受けながらモニタ

ー越しに産科医や助産師と繋がり健診を受けることができる「医療 MaaS 活用型産後２週

間産婦健診」を開始します。 

 

 

⑮みやづ子どもサポートセンター 

  生活や学習等の環境に困難を抱える子どもや不登校及び不登校傾向にある子どもを支

援するため、令和７年９月に開設した、「みやづ子どもサポートセンター“ぽけっと”」

を運営し、子どもたちが将来の自立につながる力を身に付けることができるよう支援し

ます。 
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地域ぐるみで子育て家庭を支えるまちづくり 

 

＜新規＞ 

⑯つなぐ資源・ひろがる子育て支援事業 

  市内の各事業所で発生する余剰食材等を回収し、子ども食堂や子育て支援団体等に提

供する仕組みの構築を進めています。（委託先：宮津市社会福祉協議会） 

  現在、食材等提供事業者 11 事業者 

配布状況：世帯への配布 57 回（うち、子育て世帯 14 回） 

          団体への配布 4 回（子育て支援サークル等） 

 

＜継続・充実＞ 

⑰子育て応援フェスタ「はぐフェス」 

  5/31 に、昨年に引き続き 2 回目となる子育て応援フェスタ「はぐフェス」※を開催し

ました。段ボール迷路、大型エアー遊具などの市民体育館でのアクティビティに加え、

宮津湾でのモーターボート体験を新たに実施しました。（広報誌 7 月号特集） 

 

 

⑱親子体験教室 

  親子のコミュニケーションを深め、また、他の子育て世帯との繋がりを創出するため、

料理教室、DIY 体験、お化粧体験、リトミック体験等の親子体験教室を開催しています。 

 

 

 



（継）医療MaaSによる産後2週間健診


